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定
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
建
造
物
も
多
く
あ
り
ま

す
。

◆
前
宮
（
ま
え
み
や
）（
茅
野
市
）

　

諏
訪
信
仰
発
祥
の
地
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
昔
は
諏
訪
大
社
の
祭
祀
を
司
る
大
祝
の
居

館
を
は
じ
め
、
多
く
の
建
物
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
本
殿
を
取
り
囲
む
よ
う
に
建

つ
四
本
の
御
柱
が
よ
く
見
え
ま
す
。

◆
下
社
（
し
も
し
ゃ
）

　
　
秋
宮
（
あ
き
み
や
）　（
下
諏
訪
町
）

　

樹
齢
八
百
年
の
杉
の
巨
木
や
、
御
柱
の
年
に

新
調
さ
れ
る
神
楽
殿
の
大
注
連
縄
な
ど
が
荘
厳

な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。
春
宮
と
共

に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
幣
拝
殿
は

二
重
楼
門
造
り
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

◆
春
宮
（
は
る
み
や
）（
下
諏
訪
町
）

　

下
馬
橋
と
呼
ば
れ
る
木
造
の
太
鼓
橋
を
眺
め

な
が
ら
直
進
す
る
と
、
境
内
に
辿
り
着
き
ま

す
。
社
殿
の
奥
に
そ
び
え
る
杉
の
老
木
が
ご
神

木
で
す
。
正
面
に
神
楽
殿
、
そ
の
奥
に
幣
拝
殿

と
片
拝
殿
、
更
に
奥
に
は
宝
殿
が
あ
り
ま
す
。

◆
御
柱
祭
（
お
ん
ば
し
ら
さ
い
）

　
「
天
下
の
大
祭
」
と
し
て
全
国
に
知
ら
れ
て

い
る
諏
訪
大
社
最
大
の
神
事
で
す
。
正
式
名
称

は
「
式
年
造
営
御
柱
大
祭
」
と
い
い
、
宝
殿
の

立
て
替
え
、
ま
た
社
殿
の
四
隅
に
「
御
柱
」
と

呼
ば
れ
る
モ
ミ
の
巨
木
を
曳
建
て
る
神
事
で
七

年
に
一
度
、
寅
と
申
の
年
に
行
わ
れ
ま
す
。
上

社
、
下
社
そ
れ
ぞ
れ
に
直
径
約
一
㍍
、
長
さ
約

一
七
㍍
、
重
さ
一
〇
㌧
以
上
に
も
な
る
御
柱
を

山
か
ら
伐
り
出
し
、
木
遣
り
に
合
わ
せ
て
人
力

の
み
で
曳
き
、
各
お
宮
の
四
隅
に
建
て
ま
す
。

四
月
の
「
山
出

し
」
と
五
月
の

「
里
曳
き
」
が

あ
り
、
山
出
し

で
は
、
巨
木
の

御
柱
が
次
々
と

坂
を
下
る
「
木

落
し
」
や
、
上

社
で
は
冷
た
い

水
が
流
れ
る
川

を
曳
き
渡
る

「
川
越
し
」
が

あ
り
、
そ
の
豪

壮
な
情
景
は
他
に
類
を
見
ま
せ
ん
。
里
曳
き
で

は
、
曳
行
の
合
間
に
長
持
ち
、
騎
馬
行
列
な
ど

時
代
絵
巻
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
諏
訪
大
社
の
御
柱
祭
が
終
わ
る
と
、

諏
訪
地
方
の
各
地
区
に
あ
る
小
宮
の
御
柱
祭
が

行
わ
れ
、
御
柱
年
の
諏
訪
地
方
は
一
年
を
通
じ

て
御
柱
一
色
と
な
り
ま
す
。

　

次
回
は
平
成
二
十
八
年
（
申
年
）

ア
ク
セ
ス

上
社
本
宮　
Ｊ
Ｒ
中
央
本
線	

上
諏
訪
駅
下
車

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

茅
野
駅
下
車

　
　
　
　
　

車　
　

	

諏
訪
Ｉ
Ｃ
か
ら
約
３
㎞

上
社
前
宮　
Ｊ
Ｒ
中
央
本
線	

茅
野
駅
下
車

　
　
　
　
　

車　
　

諏
訪
Ｉ
Ｃ
か
ら
約
２
㎞

下
社
春
宮　
Ｊ
Ｒ
中
央
本
線	

下
諏
訪
駅
下
車

　
　
　
　
　

車　
　

岡
谷
Ｉ
Ｃ
か
ら
約
５
㎞

下
社
秋
宮　
Ｊ
Ｒ
中
央
本
線	

下
諏
訪
駅
下
車

　
　
　
　
　

車　
　

岡
谷
Ｉ
Ｃ
か
ら
約
６
㎞

　

諏
訪
大
社
は
、
長
野
県
中
央
の
諏
訪
湖
を
は

さ
ん
で
南
に
上
社
（
本
宮
・
前
宮
）、
北
に
下

社
（
春
宮
・
秋
宮
）
に
分
か
れ
二
社
四
宮
が
鎮

座
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
各
地
に
あ
る
諏
訪
神
社
の
総
本
社
で
あ

り
、
日
本
最
古
の
神
社
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
歴
史
は
大
変
古
く
、「
古
事
記
」
に
そ

の
起
源
が
、「
日
本
書
紀
」
に
は
持
統
天
皇
が

勅
使
を
派
遣
し
た
、
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
祀

ら
れ
て
い
る
「
お
諏
訪
さ
ま
」「
諏
訪
明
神
」

は
、
古
く
は
風
の
神
、
水
の
神
、
狩
猟
・
農
耕

の
神
、
武
士
の
時
代
に
は
軍
神
、
現
在
で
は
産

業
や
交
通
安
全
、
縁
結
び
の
神
と
し
て
信
仰
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

七
年
に
一
度
、
寅
と
申
の
年
に
行
わ
れ
る
御

柱
祭
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
上
社
（
か
み
し
ゃ
）

　
　
本
宮
（
ほ
ん
み
や
）（
諏
訪
市
）

　

片
拝
殿
が
幣
拝
殿
の
左
右
に
並
ぶ
独
特
の

「
諏
訪
造
り
」
で
、
建
造
物
も
四
社
中
で
最
も

多
く
を
残
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
建
物
は
江
戸

時
代
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
徳
川
家
康
の
寄
進

に
よ
る
四
脚
門
な
ど
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指

上社本宮上社前宮御柱

御柱が下る木落し坂

（
上
）下
社
秋
宮
神
楽
殿

（
左
）下
社
春
宮
幣
拝
殿


